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（３）海棲哺乳類 

 

長期モニタリング計画モニタリング項目 海域管理計画 指標種 

 

 アザラシ・トドの生息状況の調査（No.2） 

 

 

ゴマフアザラシ・トド 

 

 トドの日本沿岸への来遊頭数の調査、人為的死亡個体の性別、 

 特性（No.⑤） 

 

トド 

 

 アザラシ・トドの被害実態調査（No.⑥） 

 

 

アザラシ・トド 

 

 シャチの生息状況の調査（No.⑩） 

 

シャチ 

 

 

1. 保護管理の考え方 

 

シャチ：各調査や情報の収集を行い、地域の観光船業者による自主ルールを遵守してウォッチング

を行い、持続的な観光資源としての利用を行う。 

ゴマフアザラシ：来遊状況や漁業被害状況の調査を進め、鳥獣保護法に基づく管理を行う。 

トド：生態や来遊頭数に関する調査・研究、及び混獲頭数の把握等に基づき、漁業法等による捕獲制

限のもとで管理を行う。 

 

 

2. 分類評価 

 

いずれの種･種群も特筆すべき増減は認められていないものの、そもそも指定海域及び周辺への来遊

個体数、来遊起源とその個体群の広がりに関しての知見が十分とは言い難い状況が続いている。従来

のモニタリングを継続するだけでなく、新たな知見の収集と引用可能な形での公表が必要であろう。 
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ア アザラシ・トドの生息状況の調査 

モニタリング項目 アザラシ・トドの生息状況の調査（No. 2 ） 

モニタリング実施主体 北海道 

対応する評価項目 

 

 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

Ｅ 知床の世界自然遺産としての価値に対する気候変動の影響もしくは影響

の予兆はみられるか 

Ｈ ユネスコ世界遺産センター及びＩＵＣＮによる現地調査に基づく勧告へ

の対応は進んでいるか（それぞれの勧告に対する対応の進捗状況は順調か） 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に

よる安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 サロマ湖・能取湖周辺における陸上からの目視調査（繁殖期前の来遊状況）及

び網走沖における海上からの目視調査（繁殖期） 

評 価 指 標 サロマ湖・能取湖周辺の採餌利用頭数及び網走沖の繁殖個体数 

評 価 基 準 知床遺産地域とその周辺海域におけるアザラシの来遊頭数が維持されている

こと 

評 価 

 

■評価基準に適合 ☐評価基準に非適合 

☐ 改善  □ 現状維持  ■ 悪化  

[評価対象期間]平成 18年（2006 年）１月～令和 6年（2024年）３月 

知床海域のアザラシ類の来遊状況や繁殖状況は、環境条件、特に流氷の量や

質に影響を受ける。そのため、①繁殖期前のオホーツク海への来遊状況、②オ

ホーツク海南部での繁殖状況を踏まえての最終評価が必要である。 

それらを知るため、①については 12 月～3 月にかけてのサロマ湖および能

取湖の利用状況を把握することにより、繁殖期前の来遊状況を把握し、②につ

いては流氷が減退するのに合わせての船舶調査から、繁殖個体の流氷利用状況

を把握することとした。その結果、現段階において、①については概ね良好で

あるが、②については知床自然遺産登録時と比較して確実に悪化していると言

える。 

さらに、知床地域内及びその周辺の観光船や漁船の目撃情報などの継続的な

情報の収集が必要である。さらに、知床周辺海域で混獲等により死亡したアザ

ラシの食性解析および個体の特徴把握は、漁業被害および漁業資源の低下に伴

うアザラシ類の生態変化としてのモニタリングとしても継続が必要である。 

今 後 の 方 針 これまでのモニタリング調査は、春季（出産期：3月）の羅臼海域において

は船舶で、そしてオホーツク海域ではヘリを利用して広域調査を実施してき

た。しかし、流氷の減少に伴い、流氷衰退時期が早まり、3月には既に流氷は

なく、出産期調査は不可能となった。そのため、評価項目を変え、①繁殖前の

来遊状況（繁殖期前の採餌時期の利用状況）と②流氷減退期の繁殖個体の流氷

利用状況を把握することで評価することとした。 

さらに、混獲状況の調査地域を広げ、食性や生物学的特性を把握する等の副

次的な情報を蓄積していくことが重要と考えられる。また、ゴマフアザラシは

海洋環境によって来遊状況などが変化するため、知床海域の情報だけでなく、

北海道全域でのゴマフアザラシの来遊状況やロシア海域の情報も収集して、評

価を行うことが必要である。 
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＜調査・モニタリングの手法＞ 

調査・ 

モニタリング名 

令和 6年度（2024年度）海棲哺乳類生息状況調査業務報告書 

※偶数年度調査 

主な内容 知床半島沿岸及びその周辺海域における海棲哺乳類の生息状況について把握する 

対象地域 知床半島沿岸域及び周辺海域 

調査期間 2024年(R6)12月～2025年（R7）3月 

調査方法 ・海上（船舶）からのドローンによる調査 ・陸上（上空）からのドローン・目視によ

る調査 

調査範囲 

ほか手法 

知床半島斜里側の流氷によって船舶の航

行が阻害されない知床半島沿岸域及び周

辺海域とし、原則、流氷の淵を約 10ノッ

トで航行する。また、使用する船舶から双

眼鏡とドローンを使用し撮影する画像に

よる調査をする。 

サロマ湖及び能取湖において湖岸の調査

地点から双眼鏡及びドローンによる観察

可能な範囲とする。 

調査内容 海上（船上）及び上空から海獣哺乳類の種別、上陸・回遊個体の状態を双眼鏡及び撮

影画像で確認し、個体数や分布時期などについて確認する。また、撮影画像や映像か

ら、体長などのできるだけ詳しい情報を得て、成長段階ごとの個体数や分布状況の把

握を行う。近年では３月の出産期にはすでに流氷が後退しており調査すらできない 

状況であることから世界自然遺産地域の近隣の湖であるサロマ湖および能取湖に着

目して、その利用個体数と湖の結氷状況及び流氷との関係性や季節による利用個体

の特徴を明らかにすることとした。 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

 ○海上（船舶）からのドローンによる調査 

  2025 年（R7）3 月 12 日及び 3 月 20 日に網走沖に船を出し調査を実施した。両日とも流氷に到達し

探索を行ったが、アザラシを含む海棲哺乳類は確認されなかった。 

 

 ○陸上からのドローン及び目視による調査 

  サロマ湖では 2024年（R6）12月 17日～2025年（R7)3月 19日の間に 33回目視調査と 4回のドロー

ン調査を行った。目視調査は、結氷が始まる常呂側から始め、結氷が進んだ後は湧別側から行った。1

月 12日にはゴマフアザラシ 606個体が確認された。12月から確認個体数が増加し、1月上旬にピーク

を迎え、それ以降は確認個体数が激減した。 

 

  能取湖では 2024 年（R5）12 月 22日～2025 年（R7)3 月 19日の間に能取湖では 25 回目視調査をし、

そのうち 12回ドローン調査を行った。目視調査は、結氷が始まる能取漁港側から始め、結氷が進んだ

後は能取漁港側から中央と湖口に分けて行った。1 月 10 日には 110 個体のゴマフアザラシが確認され

た。12月から 1月中旬までは毎調査約 100個体程度確認されたが、それ以降は確認個体数が激減した。 
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＜これまでの調査結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北海道環境生活部 (2026) 令和 6年度(2024年度)海獣哺乳類生息状況調査委託業務報告書．6p.） 

◯調査の経過 

 

 

 

図 1 サロマ湖と能取湖の確認個体数の推移（2024 年 12 月～2025 年 3 月） 

表 1 2005 年度から 2024 年度までの調査の経緯．調査は開始年度を除き隔年で実施．数

字は調査回数を表す． 
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◯調査内容 

航空機調査 

 約 90 ノットの速度で一定の高度を保ちながら知床半島周辺の流氷のあるエリ

アを中心に飛行し、確認できた種名・個体数等を記録 

 2016年度（H28）まではヘリコプター、2018年度（H30）はセスナを使用。 

 費用対効果が低いため、2018年度で調査終了。 

海上調査 

（ラインセンサス） 

 知床半島斜里側の流氷によって船舶の航行が阻害されない知床半島沿岸域及び

周辺海域を調査エリアとし、流氷の淵を約 10ノットで航行し、確認できた種名・

個体数等を記録 

 2014年度（H26）からは目視調査を補助するためドローンを併用 

陸上調査 

（ラインセンサス及

び定点観測） 

 海岸線に沿う道路上を自動車により約 20km/hで走行し、確認できた種名・個体

数等を記録。 

 見晴らしの良い所では定点観測にて同様の調査を実施。（2008 年度は定点観測

のみ） 

 費用対効果が低いため、2008年度で調査終了。 

陸上調査 

（能取湖・サロマ湖） 

 近年、３月の出産期にはすでに流氷が後退しており調査ができない状況が多く

なってきていることから遺産地域の近隣の湖であるサロマ湖および能取湖に着

目して、定点観測による陸上調査を実施。 

 確認できた種名・個体数等を記録する他、ドローンを併用した詳細なデータの

取得により、湖の利用状況と流氷の動態との関係性や遺産地域内の利用状況を

推察することを目的とする。 

 2020年度は能取湖のみ、2022年度は能取湖とサロマ湖にて実施。 

 

◯航空機調査 

 

 

2005年度 2006年度 2008年度 2010年度 2012年度 2014年度 2016年度 2018年度

（H17） （H18） （H20） （H22） （H24） （H26） （H28） （H30）

斜里町側 ゴマフアザラシ - - - 0 3 - 0 0

クラカケアザラシ - - - 0 4 - 0 0

トド - - - 0 0 - 0 0

アザラシ類 - - - 0 7 - 0 0

羅臼町側 ゴマフアザラシ 11 - - - - - - 0

クラカケアザラシ 5 - - - - - - 0

トド 0 - - - - - - 0

アザラシ類 1 - - - - - - 0

※「-」は調査未実施　※費用対効果が低いため2018（H30）年度で調査終了

種名エリア

 

 

表 2 航空機調査による 2005 年度から 2018 年度までの最大確認個体数 
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◯ラインセンサス（海上） 

 

◯陸上調査（定点観測及びラインセンサス） 

 

◯陸上調査（能取湖、サロマ湖） 

※－は調査未実施 

 

 

 

表 5 陸上調査（能取湖、サロマ湖）による 2020 年度から 2024 年度までの最大確認個体数 

 

表 3 海上調査（ラインセンサス）による 2005 年度から 2024 年度までの最大確認個体数 

 

表 4 陸上調査（定点観測及びラインセンサス）による 2005 年度から 2008 年度までの最大確認個体数 

 

 

2005年度 2006年度 2008年度

（H17） （H18） （H20）

斜里町側 ゴマフアザラシ - 31 2

クラカケアザラシ - 0 0

トド - 1 0

アザラシ類 - 0 0

羅臼町側 ゴマフアザラシ 15 2 25

クラカケアザラシ 0 0 0

トド 30 3 24

アザラシ類 0 0 0

※「-」は調査未実施

※費用対効果が低いため、2008（H20）年度で調査終了。

エリア 種名
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イ トドの日本沿岸への来遊頭数の調査、人為的死亡個体の性別、特性／アザラシ・トドの被害実態調査 

モニタリング項目 トドの日本沿岸への来遊頭数の調査、人為的死亡個体の性別、特性（No.⑤） 

アザラシ・トドの被害実態調査（No.⑥） 

モニタリング実施主体 No.⑤ 北海道区水産研究所等 

No.⑥ 北海道 

対応する評価項目 

 

 

 

 

 

No.⑤ Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｅ 知床の世界自然遺産としての価値に対する気候変動の影響もしくは影

響の予兆はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用

による安定的な漁業が両立されているか 

No.⑥ Ｈ ユネスコ世界遺産センター及びＩＵＣＮによる現地調査に基づく勧告

への対応は進んでいるか（それぞれの勧告に対する対応の進捗状況は

順調か） 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用

による安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 No.⑤ トドの来遊頭数調査 

No.⑥ アザラシ・トドによる漁業被害の実態調査 

評 価 指 標 No.⑤ 来遊頭数 

No.⑥ 被害実態 

評 価 基 準 No.⑤ 基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎的な

情報を収集するためのモニタリング） 

No.⑥ 基礎的な統計資料であることから、具体的数値目標を設定することは困難。 

評 価 

 

 

□評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善 □現状維持 □悪化  

[評価対象期間]平成 24年（2012 年）4月～令和 6年（2024年）3月 

根室海峡来遊群の地理的広がりと個体群動態について知見が蓄積しつつあるが、

生態系保全と持続的な水産資源利用を両立させるための管理を行うための根拠と

しては未だ不充分である。特に、他海域と異なり上陸場を持たず游泳群が観察され

るのみなため、これまで行われてきた陸上からの直接観察にもとづく来遊頭数は明

らかな過小推定となる直近年には船舶を利用した目視調査も開始したが、観察可能

範囲の制限もありトドの発見に至らなかった。今後は豊度評価に必要な知見を得る

と共に、それらの論文化により確立した科学的知見としてゆくことも必要であろ

う。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

 

 

来遊状況および起源、被害状況の把握に努める。また、ロシアからの情報収集に

より起源個体群の動態を監視する。更に、根室海峡来遊トドの管理をおこなうため

に必要な、個体群の広がりと動態に関する知見を集積する。特に直接観察に依存し

ない来遊個体数評価方法、具体的には焼印標識個体の確認情報に「標識−再捕法」

を適用した手法の確立が必要であり、ドローン等を利用した調査の努力量を増やす

予定である。 

2024年 10月からは新たな枠組みの下での採捕管理が開始された。当該管理はロ

シア繁殖場の起源個体群の動態に基づく枠組みであるため、根室海峡への来遊個体

数の情報は直接必要とはされていないが、トドの来遊状況と生物学的情報に関して

は引き続きモニタリングを継続する。アザラシ類に関しては、近年の遺産指定海域

内で安定的に出現しないことから、より安定的出現が見込める尾岱沼などの近傍地

域に新たなモニタリングサイトを設定した。 
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１ 来遊状況・漁業被害 

 

＜調査・モニタリングの手法＞ 

○調査・モニタリング名 

 令和 6 年度 国際漁業資源の現況 

○調査主体 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

○資源の動向 

・トドは西経 144度のアラスカサックリング岬を境に 2亜種（東側を東部亜種、西側を西部亜種とする）

に分類され、東部亜種は 1970年代以降増加傾向を維持している。西部亜種のうち、アリューシャン列

島周辺の西部亜種（アラスカ）は 1970 年代より急激に減少したが、2003 年以降は増加傾向に転じた。

また、コマンドル諸島以西に分布する西部亜種（アジア）では、1960年代から 1980年代まで急激に減

少した後、ベーリング海西部やカムチャツカ半島東部では安定もしくは減少傾向にあるが、千島列島や

オホーツク海では 2005 年まで増加傾向にあった。2002 年から 2017 年、西部亜種（アジア）は減少傾

向に転じた一方、サハリン東部のチュレニー島では顕著な増加傾向を示している。 

・国際自然保護連合（IUCN）は 2012年(平成 24年)に行ったレッドリストの見直し（2012.version2）以

降、本種のランクを Endangered（環境省レッドリストの絶滅危惧 IB類に相当）から Near Threatened

（同 準絶滅危惧）に下げた。 

・環境省版レッドリストにおいて「絶滅の危険が増大している種」として絶滅危惧 II 類（VU）にランク

されていたが、2012年(平成 24年)に行われた見直しで、準絶滅危惧（NT）にランクを下げた。その理

由として、2009年度(平成 21年度)の水産庁調査でおよそ 5,800頭が我が国に来遊していると推定され

ること、起源となる西部系群（アジア）は 1990年代以降個体数が増加傾向にあったことが挙げられて

いる。 

 

○来遊の動向 

・日本海への来遊個体数は広域航空機目視調査と北海道庁が集計する「来遊目視状況資料」に基づき、第

1 期（2004-2008年度）5,864 頭（CV = 0.181）、第 2 期（2009-2013年度）6,008 頭（CV = 0.184）、第

3 期（2014-2018年度）5,947 頭（CV = 0.192）と推定された。一方、根室海峡側では、2020年 1～2月

及び 2021 年 1月に船舶を用いた調査が行われ、沿岸域を中心にそれぞれのべ 7 群 98 頭、4 群 65頭の

発見があった。 

 

○漁業被害 

・北海道沿岸では深刻な漁業被害が、主に刺網と底建網で発生しており、直接被害（漁具被害）と間接被

害（漁獲物被害等）を合わせた被害金額は 1992年(平成 4年)以降連続して 10億円を超え、2013年(平

成 25年)には 19.7億円でピークを迎えた。基本方針に基づく管理を開始した 2014 年(平成 26年)以降

は減少傾向に転じ、2021年度(令和 3年度）は 7.4億円となっている。なお、被害額の大部分は北海道

日本海側及び根室海峡側で計上されている。 

 

○管理方策 

・主に北海道沿岸で深刻な漁業被害があるため、強化定置網（破られやすい部分に強い繊維を使用）の普

及、強化刺網（普通の刺網を、強い繊維の目の粗い刺網で挟む）の開発・実証、音響忌避装置の開発、

猟銃による採捕・追い払い、生態調査等を行っている。基本方針（2019 年一部改正）の下での日本海

来遊群の採捕数は 2019年度(令和元年度)～2023年度(令和 5年度)の間 604頭／年度とされ、混獲死亡

個体数（103頭）を減じた 501頭／年度がクオータとされた。ただし、前年度未消化枠がある場合は 75

頭を上限に加算される。基本方針の対象ではない根室（知床）来遊群のクオータについては、北海道が

定めた直近の根室地区の採捕数を踏まえ 15頭／年度とされた。2024年 7月に改正された「トド管理基

本方針」では根室（知床）来遊群 31頭のクオータが設定された。 
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表 1 トドによる漁業被害の状況（北海道） 

 

（北海道水産林務部調べ） 

 

表 2 アザラシによる漁業被害の状況（北海道） 

 

（北海道水産林務部調べ） 

 

 

表 3 根室地区におけるトドの採捕状況                                                                     

 

（北海道水産林務部調べ） 

※各採捕期間は 10 月から翌 6 月まで 

 

 

 

 

（百万円）

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（H22） （H23） （H24） （H25） （H26） （H27） （H28） （H29） （H30） （R1） （R2） （R3） （R4） （R5） （R6）

漁具被害額 710 680 530 529 454 420 396 311 335 308 172 211 208 169 286

漁獲物被害額 898 818 1,082 1,449 1,320 1,449 1,202 867 671 645 378 538 582 558 741

合計 1,608 1,498 1,612 1,978 1,774 1,869 1,598 1,178 1,006 953 550 749 790 727 1,027

（うち根室振興局） (51) (63) (209) (357) (212) (175) (178) (213) (213) (170) (131) (82) (86) (45) (89)

（百万円）

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（H22） （H23） （H24） （H25） （H26） （H27） （H28） （H29） （H30） （R1） （R2） （R3） （R4） （R5） （R6）

漁具被害額 8 10 8 25 26 33 36 25 35 13 20 10 1 1 1

漁獲物被害額 77 80 160 261 270 291 225 230 263 129 104 108 157 114 114

合計 85 90 168 286 296 324 261 255 298 142 124 118 158 115 107

（うち根室振興局） (0) (0) (32) (58) (46) (56) (40) (45) (42) (38) (29) (30) (33) (22) (34)

（頭）

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

（H22） （H23） （H24） （H25） （H26） （H27） （H28） （H29） （H30） （R1） （R2） （R3） （R4） （R5） （R6）

頭数 6 10 14 13 15 15 15 14 15 15 15 13 14 15 22



59 

 

２ 分布 

＜調査・モニタリングの手法＞ 

○調査・モニタリング名 

 令和 5 年度トド資源調査 

○調査主体 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

 

図 1 主な調査内容と対象地域 

図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 

 

〇来遊状況 

航空機からの目視調査 

 

 

表 1 トド発見頭数 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2 トド発見位置 

表・図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 
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〇船舶・陸からの目視調査（根室海峡） 

  根室海峡に来遊する個体を船舶や陸上から観察。 

  ・焼印標識個体 21頭を確認、うち 3頭は昨年度も確認 

 ・前年度までの傾向と異なり、海氷到達前に来遊個体数のピークを迎えた 

出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 

 

〇来遊個体の特性 

北海道各沿岸域において採補および混獲された個体を収集し、年齢査定、食性解析、性成熟判定およ 

び DNA分析用試料とした。 

・根室海峡ではメスの標本の割合がわずかに高く、オス・メスとも中型以上の標本が採取された 

 ・日本海では礼文海域の標本が優占し、積丹半島・雄冬岬でも多くの標本が採取された。 

 

 

図 3 令和 6年（2024年）10月～令和 7年（2025年）6月に 

北海道各沿岸域で収集された個体の性別・サイズ別組成 

図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 

 

〇食性調査 

胃内容物分析により、食性解析を実施した。 

・宗谷以外の海域でニシンが出現  

 

図 4 令和 6年度（2024年度）に北海道各沿岸域で収集された 

トド胃内容物標本から出現した主要餌生物【速報】 

図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和６年度トド資源調査」 
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〇繁殖場の状況 

・現地調査の実施なし 

・これまでに得た自動撮影カメラ画像を分析→ モネロン島北西部上陸場と北海道との往来を確認 

・R7年 4 月 11日にモネロン島現地調査を実施→ 多くの個体の上陸を確認 

 

図 5 調査実施地点 

図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 

 

○捕獲手法の検討 

・宗谷海域で箱網を用いた生態捕獲を実施 

・宗谷海域でメス 1頭、オス 2頭を捕獲→ 発信機を装着し行動追跡 

 

表 2 捕獲個体と追跡の概要 

表出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 
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▲追跡調査の結果（S07）:丸は個体の位置を示す    ▲宗谷海域で捕獲した S07 

図 6 追跡調査の結果 

図出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構「令和 6年度トド資源調査」 
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ウ シャチの生息状況の調査 

モニタリング項目 

（海域管理計画） 

シャチの生息状況の調査（No.⑩） 

モニタリング実施主体 北海道シャチ研究大学連合  

(Uni-HORP (University Alliance for Hokkaido Orca Research Project)) 

（環境省、水産庁、北海道などによる予算配分なし） 

対応する評価項目 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

Ｅ 知床の世界自然遺産としての価値に対する気候変動の影響もしくは影響

の予兆はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に

よる安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 個体識別調査 

評 価 指 標 識別個体を含むシャチの来遊 

評 価 基 準 人間活動がシャチの生息地利用を妨げないこと 

評 価 

 

 

☐評価基準に適合 ☐評価基準に非適合 

☐ 改善  ☐ 現状維持  ☐ 悪化  

2005 年に海氷に囲まれてシャチの 1 群が死亡して以来、集団座礁死亡の報

告はないものの、2024年にシャチ約 10個体が海氷に囲まれて移動できなくな

っているところがドローンによって撮影された。翌日には姿が見えなくなって

いたことから、自力で脱出できたと考えられるが、海氷に閉じ込められること

はまた起こるかもしれず、今後の対応を考えておく必要がある。釧路沖ではシ

ャチと漁業との競合が報告されるようになったが、羅臼においての漁業被害に

ついては今のところ報告はない。ただし、2022 年に漁網が絡んだシャチ死体

の漂流と漂着（おそらく同一個体）が報告されており、今後はこのような混獲

があった場合の対応が求められる。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

 

 

 

他海域のシャチでは、食性の異なる生態型の群れが同所的に存在すること、

異なる生態型間では遺伝子交流がないことが明らかとなっており、それぞれの

生態型で管理することが必要とされている。また、Morin et al. (2024)によ

り、北太平洋に生息するシャチ Orcinus orcaのうち、レジデント、トランジ

ェントと呼ばれている 2つの生態型を別種とすることを提案したが、それ以外

のシャチとの分化についての不確実性が高いため、国際海棲哺乳類学会（SMM）

では暫定的に亜種としている。 

本海域においても、異なる生態型（SMMの定義では亜種）が存在することが

明らかとなったが（Mitani et al., 2021）、488個体（平成 22年～令和 6年

（2010〜2024年）までの識別個体）のうち、どれくらいの割合で分かれている

のかについては明らかではない。今後も引き続き、データを収集してモニタリ

ングすることが必要である。 

 

 

 

 

 

 



64 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

○調査名：北海道シャチ研究大学連合（Uni-HORP）調査 

○調査期間：平成 22年～令和 6年（2010年～2024年）（各年、5〜6月に 1〜2週間の調査） 

○調査範囲：羅臼沖 

○調査方法：観光船からの写真撮影による個体識別 

（シャチは背びれの後ろにサドルパッチと呼ばれる白斑があり、人にとっての指紋のように

個体によって異なることが知られている。このサドルパッチと、背びれの欠けなどを用いて個

体を識別することが可能である。背びれ周辺の左体側を写真撮影し、個体識別カタログを作成

することで、羅臼に来遊したシャチの個体数がわかる。） 

 

Uni-HORPでは、平成 22年（2010年）より羅臼におけるシャチの個体識別写真の収集、カタログの作成

を行っている。また、平成 2 年（1990年）から平成 22年（2010年）に佐藤晴子氏によって作成された個

体識別カタログ（佐藤ら, 2006; 佐藤, 2009 を含む）を引き継いでいる。現在のところ、佐藤氏のデー

タから 199 個体が識別され、Uni-HORP では平成 22 年～令和 6年（2010 年〜2024 年）で 488 個体が識別

された（大泉ら, 2019; Uni-HORP, unpublished）。これらのデータから、重複個体を除くと合計で 606個

体が識別されていることとなる。しかし、佐藤氏のカタログには掲載されているが、平成 22年（2010年）

以降は発見されていない個体も多数存在し、606個体全てが現在でも知床海域に来遊しているとは言えな

いため、今後もモニタリングが必要である。 


